
開 催 日：平成20年11月22日（土）
開催場所：ピアザ淡海県民交流センター　ピアザホール
開催時間：10：00～ 16：00（受付は9：30から）
パネラー：金田　章裕（大学共同利用機関法人人間文化研究機構長）
　　　　　嘉田由紀子（滋賀県知事）ほか
申し込み：不要（ただし400名満席の場合は立見となります）

　本の魅力や読書の楽しさ、子どもにとって読
書が果たす役割について理解を深め、滋賀県に
おける子どもの読書活動の気運醸成を図るため、
「しが子ども読書フェスティバル」を開催しま
す！！

■日時　平成21年１月17日（土）
　　　　10：00～ 16：30
■場所　ピアザ淡海県民交流センター
　　　　（大津市におの浜）
■内容　●記念講演　
　　　　　講師　阿刀田高氏
　　　　　　　（作家、日本ペンクラブ会長）
　　　　●講演・中高生とトーク
　　　　　講師　伊藤たかみ氏　（作家）
　　　　☆子どもたちと本との出会いを応援します☆
　　　　●その他絵本や読書に関するブースを
　　　　　開設します。
※詳細や申込方法等は下記までお問い合わせください。

　　　　　はがきに、次の事項を必ず明記のうえ、送
　　　　　付してください。
（１）アンケートの回答
（２）観戦希望日（どちらか1日を明記）
（３）郵便番号　住所　氏名
※個人情報の取り扱いについては「滋賀県個人情報保
護条例」に基づき、適正におこないます。

平成20年11月27日（木）　※当日消印有効　

V・プレミアリーグ東レアローズホームゲームペアチケット
招待日　12月13日（土）13:05～ vs デンソー
　　　　12月14日（日）13:00～ vs トヨタ車体
場　所　滋賀県立体育館 
 　　　　 〒520－8577（住所不要）
教育総務課「教育しが」プレゼント係

当選発表は、プレゼントの
発送をもって代えさせてい
ただきます。

この広報誌は200,000部作成し、県内の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の保護者に配布しています。経費（印刷、職員の人件費）は、１部当たり８円です。

滋賀県教育委員会事務局教育総務課
〒520－8577　大津市京町四丁目１－１
TEL 077－528－4513
FAX 077－528－4950
Ｅメール　edu＠pref.shiga.lg.jp
滋賀県教育委員会ホームページ
http://www.pref.shiga.jp/edu/

ご意見・ご感想をお待ちしています。
編集発行

携帯サイト

　　生涯学習課
Ｔ Ｅ Ｌ：077－528－4652
 Eメール：ma06@pref.shiga.lg.jp

スポーツ健康課　T E L：077－528－4614
　　　　　　　　Eメール：ma08@pref.shiga.lg.jp　　

presentアンケートに答えて

応募方法

締め切り

送付先

当選発表

プレゼント商品

滋賀県家庭教育
  協力企業協定制度

家 庭 の 教 育 に 企 業 の 力 を ！

拡大
719社
に

をゲットしよう！！
東レアローズ観戦チケット

①今回の紙面で一番よかった記事は？
②紙面に対する感想

アンケート

～本に親しむ、心育む～

「しが子ども読書フェスティバル」のお知らせ「しが子ども読書フェスティバル」のお知らせ

チケットは、滋賀県立体育館
（077－524－0221）および
東レ販売ショップ
（077－537－3225）で 発売中

　琵琶湖の周辺には水に関連する多様な文化遺
産が存在し、近江独特の風土を形成しています。
滋賀県教育委員会では、こうした生活文化や歴
史遺産、すぐれた景観等を滋賀県固有の資産と
位置づけ、その積極的な保護と活用を図るため、
今年度から「近江水の宝」調査活用事業を実施
しています。
　シンポジウムでは、その文化遺産群の魅力に
ついて、さまざまな視点から意見を交わしてい
ただきます。

文化財保護課　T E L：077－528－4674
　　　　　　　 Eメール：ma07@pref.shiga.lg.jp

近江湖物語 シンポジウム開催

生涯学習課　T E L：077－528－4654
　　　　　　Eメール：ma06@pref.shiga.lg.jp

う み

（各日５組　計20名様）

ご声援・ご支援ありがとうございました！！
スポレク滋賀2008閉幕

　大会期間中は、大変
多くの方々にご声援・
ご支援いただき、ほん
とうにありがとうござ
いました。

　10月18日（土）～21日（火）まで、
県内各地で開催しました全国スポーツ
レクリエーション祭「スポレク滋賀
2008」が、おかげさまで無事閉幕い
たしました。

（閉会式エンディング）

 湖幸比古と豊湖比咩の世界
うみ さち   ひ    こ とよ うみ   ひ    め

「－琵琶湖と生きる人・暮らし・そして歴史－｣
 湖幸比古と豊湖比咩の世界
うみ さち   ひ    こ とよ うみ   ひ    め

「－琵琶湖と生きる人・暮らし・そして歴史－｣
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　本年５～６月に実施した調査によると、県内の児童生徒の朝食摂食率
（｢朝ごはんを毎日・大体食べる｣）は、H19年度の調査結果と比較して上
昇し、小5で97.6%、中2で92.7％、高2で87.2％となりました。
　しかし、朝食内容が乏しく栄養バランスが悪いことや、朝食欠食が習慣化
している子どもが、小5で約100人、中2で約300人、高2で約400人もい
ることが明らかとなり、家庭での生活習慣の乱れが気になるところです。

　家庭教育の向上に向けた職場づくりに、経営者・従業員あげて自主的に
取り組んでいただける企業と滋賀県教育委員会が協定を結び、子どもたち
の健やかな育ちのための取り組みを推進する制度です。
　企業内家庭教育学習講座の開催や中・高生の職場体験への協力、企業内 
「子ども参観日」の実施、学校や地域におけるさまざまな子ども体験活動へ
の支援、子どもをもつ保護者が参観日などの学校行事に参加しやすい職場
づくりの推進など、企業・事業所に協力していただいています。

　また、県内産の安全・安心で新鮮な食材を、学校給食でもできるだけ提
供しようと各市町・県立学校で取り組んでおり、地場産物活用率がアップ
してきました。子どもたちに郷土の食材や野菜に興味・関心を持って、味
わってほしいと考えています。
　食を通して健やかな心身と豊かな人間性を育むことを目的とした食育
は、知育、徳育および体育の基礎となるものですので、学校教育全体を通
じて、今後もより一層積極的に推進していきたいと考えています。  

朝食摂食率も地場産物活用割合も上昇中！

【朝ごはんを毎日食べるようになってきた】
【地場産物を使った給食献立が増えている】

「食育」調 査 結 果

■ フジノ食品株式会社
■ 藤野商事株式会社
■ 株式会社観翠園
■ 有限会社近藤工業
■ アイリスオーヤマ株式会社米原工場
■ 旭化成住工株式会社
■ 株式会社川村鉄工
■ 株式会社桑原
■ 京阪電気鉄道株式会社大津鉄道事業部
■ 京阪グリーン株式会社
■ 株式会社カネカ滋賀工場
■ 大栄工業株式会社　　　　　　　　 （平成20年9月22日現在）

お父さん・お母さんの「職場見学会」 食品業者による学校への「食の匠」出張講座
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教育委員会事務局
〒520-8577 大津市京町四丁目1－1

 

事務局各課連絡先

児童生徒の朝食摂食率変化
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学校給食における地場産物活用状況
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の概要をお知らせしますの概要をお知らせします

課題があるとみられる問題例

●小学校 国語のＡから

●中学校 数学のＢから

（
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(正答例)
グラフの点Ｄと点Ｆを
直線で結び、
x＝2500のときの
y座標をよむ。
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正 答 率 ： 滋賀県（公立）…42.2％
無解答率 ： 滋賀県（公立）…14.5％

正 答 率 ： 滋賀県（公立）…77.3％
無解答率 ： 滋賀県（公立）… 1.2％

正 答 率 ： 滋賀県（公立）…12.0％
無解答率 ： 滋賀県（公立）…63.2％

　事象を数学的に解釈し、表
やグラフをもとに問題解決の
方法を説明することに課題が
あります。

正 答 率 ： 正しく答えた児童生徒の割合
無解答率 ： 答えを書かなかった児童生徒の割合

全国学力・学習状況調査の結果全国学力・学習状況調査の結果

調査の概要

調査の結果

小学校第６学年、中学校第３学年

①教科に関する調査（国語、算数・数学）
　・主として「知識」に関する調査（Ａ問題）
　・主として「活用」に関する調査（Ｂ問題）
②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査
　・児童生徒に対する調査
　・学校に対する調査   

 

平成20年４月22日（火曜日）

※６年生が在籍してない小学校が１校、修学旅行のために後日実施
　した中学校が１校あり、特別支援学校は対象となる児童生徒の在
　籍する学校が実施しました。

★「教科に関する調査」の実施結果の概要
　滋賀県（公立）の平均正答率は、下表のとおりです。

　　小　学　校
市町立学校
県立特別支援学校小学部
　　中　学　校
市町立学校
県立学校
県立特別支援学校中学部

対象学校数
　２３１校
　　１２校
対象学校数
　　９７校
　　　３校
　　１２校

実施学校数
 　２３０校
 　　　３校
 実施学校数
 　　９６校
 　　　３校
 　　　３校

【平均正答率】
国　　語

小  学  校

教  科  等

中  学  校

A「知識」
62.3％
72.5％

47.8％
59.6％

B「活用」
70.3％
64.6％

A「知識」
50.4％
48.1％

B「活用」
算　数・数　学

★具体的な課題等
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調査の対象学年

実施内容

調査実施日

実施学校数

◇場面や状況などに応じて工夫して話すことや、
話し手の意図を考えながら話を聞くことなどは
できます。
◆目的に即して段落の内容を読みとることや、資
料から必要な情報を読みとり、それを根拠に自
分の考えを書くことなどに課題があります。

◇整数や小数の四則計算や、円グラフを読むこと
などはできます。
◆面積についての感覚を身に付けること、小数の
計算における乗数（除数）と積（商）の大きさ
の関係を理解すること、２つのグラフの特徴を
基にしてその違いを説明することなどに課題が
あります。

◇論理の展開に即して内容を読みとることや、表
現に注意しながら文章を読みとることなどはで
きます。
◆敬語や同音異義語などを文脈の中で適切に使う
こと、文章から読みとった情報を根拠にして自
分の考えを書くことなどに課題があります。

◇分数の減法、簡単な一元一次方程式を解くこと
などはできます。
◆文字式を事象と関連付けて読みとること、一次
関数の表からxとyの関係をy＝αx＋bの式で表す
こと、事象を数学的に解釈し、その結果や問題
解決の方法を数学的な表現を用いて説明するこ
となどに課題があります。 

　目的に合わせ資料を読むことや、資料から分かる
ことを的確に書くことに課題があります。

　場面や目的などに応じ、組立てを考えながら話し
たり聞いたりすることができています。

平
成
20
年
度

　各教育委員会、学校が児童生徒の学習状況を
把握・分析し、教育および教育施策の成果と課
題を検証し、その改善を図ります。  


